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出 

雲 

発行所 出雲駐屯地 

    広 報 室 

  
 出 身 地 福岡県北九州市 
 生年月日 昭和４１年４月２９日 
 
 为要経歴 
  昭和６０年３月入隊 
  第２戦車大隊（上富良野） 
  第１２戦車大隊（相馬原） 
  防衛大学校（横須賀） 
  第６戦車大隊（大和） 
  富士学校機甲科部（富士） 
  第３戦車大隊（今津） 
  富士教導団（富士） 
  第１機甲教育隊（駒門） 
  第１４旅団司令部（善通寺） 

第27代第13偵察隊長兼第34代出雲駐屯地司令 
 

12
月
１
日
付
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
第
14
旅
団

司
令
部
（
善
通
寺
）
か
ら
中
谷
一
雄
２
等
陸
佐
が

新
た
に
第
27
代
第
13
偵
察
隊
長
兼
ね
て
第
34
代
出

雲
駐
屯
地
司
令
と
し
て
着
任
し
た
。 

 

中
谷
２
佐
は
偵
察
隊
長
着
任
の
訓
示
に
お
い
て

力
強
く
隊
長
統
率
方
針
「
任
務
の
完
遂
」
を
隊
員

へ
述
べ
た
。 

 

ま
た
、
偵
察
隊
長
要
望
事
項
と
し
て
「
機
甲
科

の
偵
察
部
隊
と
し
て
、
生
き
残
っ
て
任
務
を
完
遂

す
る
術
を
皆
で
徹
底
的
に
考
え
、
そ
し
て
実
行
せ

よ
。
」
駐
屯
地
司
令
要
望
事
項
と
し
て
、
郷
土
部

隊
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
「
郷
土
に
根
ざ
す
駐

屯
地
」
を
掲
げ
た
。 

 

12
月
４
日
に
は
初
度
巟
視
が
行
わ
れ
、
駐
屯
地

各
部
署
及
び
施
設
等
を
入
念
に
視
察
し
、
全
般
を

掌
握
し
た
。 

▲ 駐屯地を掌握する中谷司令 ▲ ▲ 着任会見に臨む中谷司令  
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出雲駐屯地創立６４周年記念行事 
 

出
雲
駐
屯
地
は
、
「
出
雲
駐
屯
地
創
立
64
周
年
記
念
行
事
・
市
中
パ
レ
ー
ド
」
を

10
月
22
日
（
日
）
、
出
雲
市
今
市
町
の
く
に
び
き
中
央
通
り
に
お
い
て
、
人
員
約
１

５
０
名
、
車
両
50
両
の
陣
容
を
も
っ
て
台
風
21
号
の
影
響
を
受
け
た
雨
の
中
、
行
事

を
行
っ
た
。 

 

当
日
は
来
賓
に
島
根
県
知
事
溝
口
善
兵
衛
氏
代
理
、
副
知
事
藤
原
孝
行
氏
を
は
じ

め
、
部
内
外
か
ら
多
数
の
招
待
者
や
Ｏ
Ｂ
の
方
々
を
迎
え
盛
大
に
記
念
日
を
祝
っ
た
。 

 

行
事
に
先
立
ち
式
典
会
場
に
お
い
て
、
第
13
音
楽
隊
（
隊
長:

加
藤
２
尉 

海
田

市
）
に
よ
る
野
外
演
奏
が
行
わ
れ
、
中
で
も
出
雲
市
出
身
の
歌
手
、
竹
内
ま
り
や
さ

ん
が
作
詞
作
曲
し
た
「
愛
し
き
わ
が
出
雲
」
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
同
音
楽
隊
の
光
永

３
曹
が
熱
唱
し
、
観
衆
を
大
い
に
魅
了
し
た
。 

 

そ
の
後
、
観
閲
部
隊
が
入
場
曲
に
合
わ
せ
威
風
堂
々
と
式
典
会
場
に
入
場
し
、
式

典
は
開
始
さ
れ
た
。 

 

駐
屯
地
司
令
は
式
辞
の
中
で
「
我
々
に
対
す
る
国
民
の
期
待
は
更
に
高
ま
っ
て
お

り
、
関
係
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
警
察
・
消
防
・
海
上
保
安
庁
な
ど
の
実
力

組
織
と
力
を
あ
わ
せ
、
如
何
な
る
事
態
が
発
生
し
て
も
、
迅
速
に
、
的
確
に
対
応
し

ベ
ス
ト
の
結
果
を
出
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。 

 

我
々
が
平
素
か
ら
為
す
べ
き
こ
と
は
、
即
応
態
勢
を
維
持
し
、
ひ
と
た
び
事
が
起

こ
れ
ば
、
国
家
・
国
民
の
た
め
に
、
自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず
任
務
を
遂
行
す
る
、
崇

高
な
使
命
愜
を
持
ち
続
け
、
愚
直
に
教
育
訓
練
を
重
ね
、
練
度
を
高
め
る
こ
と
に
他

な
い
。
こ
の
努
力
の
結
果
が
平
時
に
は
国
家
の
抑
止
力
と
な
り
、
有
事
に
は
、
国
民

の
生
命
財
産
を
護
る
実
力
に
な
る
事
を
我
々
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
た 

 

続
い
て
、
市
中
パ
レ
ー
ド
で
は
島
根
県
旗
・
出
雲
市
旗
が
先
頭
を
行
進
、
観
閲
部

隊
指
揮
官
の
第
３
０
４
施
設
隊
長
石
川
２
佐
の
観
閲
部
隊
指
揮
官
車
か
ら
駐
屯
地
所

在
部
隊
グ
ル
ー
プ
と
車
両
行
進
が
続
い
た
。 

 

そ
の
後
、
支
援
部
隊
で
あ
る
第
46
普
通
科
連
隊
（
海
田
市
）
、
第
13
特
科
隊
（
日

本
原
）
、
第
13
高
射
特
科
中
隊
（
日
本
原
）
、
第
13
特
殊
武
器
防
護
隊
（
海
田
市
）

が
堂
々
の
行
進
を
披
露
し
、
最
後
に
災
害
派
遣
器
材
車
両
が
パ
レ
ー
ド
を
締
め
く

く
っ
た
。 

 
記
念
行
事
全
般
を
通
し
、
台
風
の
影
響
に
よ
り
若
干
の
内
容
変
更
が
あ
っ
た
も
の

の
、
強
く
吹
き
付
け
る
雨
の
中
、
隊
員
一
丸
と
な
っ
て
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
の

真
摯
な
姿
を
広
報
し
、
防
衛
基
盤
の
拡
充
を
図
る
事
が
出
来
た
。 

▲ 第１３音楽隊演奏 

▲ 観閲部隊指揮官車 

▲▼ 入場する観閲部隊車両 

▲ 第４６普通科連隊 

▶
第
13
特
科
隊 

▶
第
13
高
射
特
科
中
隊 

▶
第
13
特
殊
武
器
防
護
隊 
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曹
友
会
活
動 

 

10
月
４
日
に
行
わ
れ
た
駐
屯
地
曹
友
会

活
動
に
お
い
て
松
江
市
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
た
、
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
対
ア

ル
バ
ル
ク
東
京
の
試
合
を
観
戦
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

私
は
高
校
時
代
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に
所

属
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
の
試
合
中
継
も
い

つ
も
楽
し
く
観
戦
し
て
お
り
ま
し
た
。
今

回
は
初
の
生
観
戦
で
非
常
に
興
奮
し
ま
し

た
。 

 

テ
レ
ビ
中
継
で
は
な
く
間
近
で
試
合
を

観
戦
す
る
と
、
ブ
ー
ス
タ
ー
の
熱
の
入
っ

た
応
援
で
選
手
と
観
客
が
１
つ
に
な
っ
て

い
る
事
を
愜
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
プ

ロ
の
迫
力
の
あ
る
プ
レ
ー
に
圧
倒
さ
れ
、

特
に
豪
快
な
ダ
ン
ク
シ
ュ
ー
ト
は
今
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

惜
し
く
も
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
は
負
け

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
い
い
試
合

で
今
ま
で
以
上
に
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
の

フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
私
は
、
陸
士
で
あ
り
な
が
ら
曹
友

会
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
曹
友
会
に
は
こ
の
よ
う
に
家
族
と
一 

第
13
偵
察
隊 

 

山
岡 

勇
介 

曹
友
会
活
動
に
参
加
し
て 

 

今
年
も
出
雲
路
に
秋
定
番
を
告
げ
る
「
第
29
回

出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走
」
通
称
「
出
雲

駅
伝
」
が
体
育
の
日
10
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
出

雲
駐
屯
地
は
通
信
支
援
を
実
施
し
た
。 

 

大
学
３
大
駅
伝
の
一
つ
と
し
て
、
す
っ
か
り
定

着
し
、
駅
伝
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と
な
る
同
大
会

支
援
も
恒
例
と
な
り
今
年
で
29
回
目
と
な
っ
た
。 

 

支
援
隊
は
広
報
室
長
（
玉
木
１
尉
）
以
下
20
名

で
編
成
さ
れ
、
各
中
継
所
手
前
５
０
０
ｍ
か
ら
１

㎞
に
隊
員
を
配
置
し
、
力
走
す
る
選
手
の
チ
ー
ム

名
を
中
継
所
に
無
線
で
通
報
し
、
同
大
会
の
円
滑

な
運
営
に
大
き
く
貢
献
し
た
。 

 

当
日
は
気
温
26
度
を
超
え
る
暑
い
一
日
で
あ
っ

た
が
、
出
雲
大
社
正
面
大
鳥
居
前
か
ら
風
光
明
媚

な
出
雲
路
を
ゴ
ー
ル
の
出
雲
ド
ー
ム
ま
で
の
６
区

間
45
・
１
㎞
の
コ
ー
ス
を
参
加
21
チ
ー
ム
で
健
脚

を
競
い
合
っ
た
。 

 

大
会
を
支
援
し
た
隊
員
た
ち
は
大
学
生
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
の
健
闘
を
間
近
で
見
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
何
か
刺
激
を
受
け
た
よ
う
で
、
今
後
の

訓
練
に
生
か
し
た
い
と
語
っ
て
い
た
。 

永
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

  駐屯地業務隊 

准陸尉 竹原 律充  
 （1１月1８日付） 
  帰住先:出雲市 

12
月
定
年
退
官
予
定
者 

１
月
定
年
退
官
予
定
者 

業
務
隊 

陸
曹
長 

本
田 

崇 

偵
察
隊 

２
等
陸
尉 

吾
郷 

滋 
 

21
日 

８
日 

偵
察
隊 

１
等
陸
曹 

柿
田 

裕
二 

 

15
日 

 

12
月
１
日
の
定
期
異
動
に
よ
り
、
第

33
代
出
雲
駐
屯
地
司
令
安
河
内
２
佐
は

、
中
央
即
応
集
団
司
令
部
（
座
間
）
に

転
出
さ
れ
た
。 

 

平
成
27
年
８
月
着
任
以
来
、
第
13
偵

察
隊
長
兼
ね
て
出
雲
駐
屯
地
司
令
と
し

て
、
隊
長
要
望
事
項
「
ベ
ス
ト
を
尽
く

せ
」
司
令
要
望
事
項
「
郷
土
に
根
ざ
す

駐
屯
地
」
を
掲
げ
ら
れ
、
誠
実
か
つ
積

極
的
に
職
務
を
遂
行
さ
れ
る
と
と
も
に

、
地
域
及
び
部
外
協
力
団
体
と
の
関
係

強
化
に
努
め
、
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
関
係

の
醸
成
を
図
る
等
、
駐
屯
地
の
運
営
に

多
大
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

 

新
任
地
で
の
ご
活
躍
を
出
雲
の
地
か

ら
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

●
幹
部 

▽
偵
察
隊 

 

２
等
陸
佐 

安
河
内 

一
彦 

 
 
 
 
 
 

（
中
央
即
応
集
団
司
令
部
＝
座
間
） 

 

２
等
陸
尉 

木
村 

泰
治 

 
 
 
 
 
 

（
偵
察
教
導
隊
＝
富
士
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
12
月
１
日
付
） 

 

転 

出 

者 
 
 

 
 

 
恵
ま
れ
、
作
業

隊
長
指
揮
の
も

と
隊
員
が
一
致

団
結
、
水
平
・

直
角
に
こ
だ
わ

っ
た
施
設
科
ら

し
い
仕
事
に
よ

り
無
事
任
務
を

完
遂
し
創
隊
記

念
行
事
の
実
施

に
寄
与
す
る
事

が
出
来
た
。 

 

クレーンによるアーチの設置 ▶ 

▲ スタンドの景況 

 

第
３
０
４
施
設
隊
（
施
設
築
城
小
隊
長
、

賀
須
井
２
尉
）
以
下
39
名
（
支
援
部
隊
、
第

１
０
２
施
設
器
材
隊
12
名
含
む
）
は
、
平
成

29
年
９
月
９
日
か
ら
10
月
13
日
ま
で
の
間
、

伊
丹
駐
屯
地
内
に
お
い
て
、
中
部
方
面
隊
創

隊
57
周
年
記
念
行
事
の
会
場
整
備
を
実
施
し

た
。 

 

こ
の
間
、
ス
タ
ン
ド
構
築
に
お
け
る
資
材

の
受
領
及
び
観
閲
台
設
置
の
た
め
の
測
量
、

整
地
・
転
圧
作
業
等
を
行
い
構
築
へ
と
移
行

し
、
最
終
的
に
装
飾
を
施
し
構
築
を
完
了
し

た
。 

 

ま
た
、
ク
レ
ー
ン
を
使
用
し
て
の
正
門
及

び
西
側
門
の
ア
ー
チ
の
設
置
も
行
い
全
工
程

を
終
了
し
た
。 

 

35
日
間
の
整
備
期
間
中
は
、
台
風
と
本
番

前
日
の
雨
が
あ
っ
た
も
の
の
比
較
的
天
候
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 第３０４施設隊－中部方面隊創隊５７周年記念行事会場整備任務完遂！       

緒
に
楽
し
め

る
行
事
が
あ

り
、
と
て
も

良
い
活
動
だ

と
思
い
ま
し

た
。 

私
も
早
く
陸

曹
に
な
り
、

家
族
を
持
ち

次
回
は
陸
曹

と
し
て
参
加

し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。 

▲ 駐屯地全員に見送られる安河内２佐 ▲ 

▶ 

試
合
の
模
様 


